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図 12 Ⅰ』As,CeAsの光学伝導度の温度変化.6K で
CeAs の 5meV以下でヘビーフェルミオン的な伝年が







(図 11)のに対し,-ビー フェルミオンのプラズマ端は,遠赤外かちミリ波領域 (1-数 10
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講義ノート
参考にして頂きたい.
高エネルギー分光はもちろんのこと,低エネルギー分光の実験でも,シンクロトロン放射光
の利用は,今後ますます進んでいくものと思われる.実際に,赤外用の分光装置を取り付けて
いる放射光施設も世界的に増えている.これまでの偏向電磁石部からの放射光を用いた第二世
代の放射光源に変わって,現在は,アンジュレー タ等の挿入光源を主に用いた第三世代の放射
光が誕生しつつある.このような第三世代の放射光の利用は,.高エネルギー分光の分野は舌う
におよばず,赤外の領域でも挿入光源の利用によって高輝度 ･高強度で,かつ,円偏光等の実
敦に必要な条件の光を自由に作り出せる光源が現れてくると思われる.このことにより,現在
より高分解能,多重極限状態での光学測定が可能になるであろう.今後の発展が待たれるとこ
ろである,
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